
 

 

 

 

 
 

– 藤原清輔 - 

校長 
ひろ

渕
ぶち

徹
てつ

志
し

 
 

この和歌は平安時代末期の公家
く げ

・歌人である藤原
ふじわら

清
のきよ

輔
すけ

が詠
よ

み、 

『新古今和
し ん こ き ん わ

歌集
かしゅう

』に収められ、『小倉
お ぐ ら

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

』に選ばれているも 

のです。「この先
さき

もっと長
なが

く生きていれば、辛
つら

いと思っている今
いま

こ 

の時もまた懐
なつ

かしく思い出されてくるのだろうか。辛
つら

く苦
くる

しいと思 

っていた昔
むかし

の日々
ひ び

も、今となっては恋
こい

しく思い出されるのだから」 

という意味
い み

で、過去
か こ

の辛
つら

かった思い出も今は懐
なつ

かしいのだから、き 

っと今
いま

の辛
つら

さも将来
しょうらい

懐
なつ

かしく思えることがあるだろう、という内容 

の歌
うた

です。 

 月日が経
た

つのは早いもので、今年（庚子
かのえね

）も残すところ僅
わず

かになり 

ました。新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で、日本中、いや世界中が 

が揺
ゆ

れ動き、憂
うれ

いているこんなときだからこそ、何か元気の出る和歌
わ か

 

はないか、と考えた末
すえ

、思い浮
う

かびました。 

 この影響は、昭和２２年に新学制
しんがくせい

（６３３４制）がスタートしてか 

ら義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

では初めての長期にわたる学校の臨時
り ん じ

休 業
きゅうぎょう

となり、 

昨年度の卒業
そつぎょう

証書
しょうしょ

授与式
じゅよしき

、修 了 式
しゅうりょうしき

、そして、今年度の入学式は、 

来賓
らいひん

・保護者等の参加を見合
み あ

わせた縮 小
しゅくしょう

した儀式的
ぎしきてき

行事
ぎょうじ

となりました。学校ばかりでは

なく、社会
しゃかい

全般
ぜんぱん

で類
るい

を見
み

ない状 況
じょうきょう

が起
お

こり、人々は困惑
こんわく

し、やり場のない怒
いか

りや不安
ふ あ ん

を

抱
かか

えた状態
じょうたい

が続いています。これは今年の世相
せ そ う

を反映
はんえい

した言葉を選ぶ「新語
し ん ご

・流行語
りゅうこうご

大

賞」にも反映
はんえい

し、流行語
りゅうこうご

大賞
たいしょう

の「３密（密閉
みっぺい

・密集
みっしゅう

・密接
みっせつ

）」を始
はじ

め、「アベノマス

ク」や「アマビエ」などが選ばれたトップテンのうち、五つがコロナに関連
かんれん

する言葉でし

た。新型コロナウイルス関連の言葉で埋
う

め尽
つ

くされ、選考
せんこう

委員
い い ん

からも、「うんざりした」

「流行
りゅうこう

とは何か考えさせられた」との嘆
なげ

き節
ぶし

も聞かれたそうです。 

 最近では、新型コロナウイルスのワクチン開発
かいはつ

のニュースを耳にします。急
いそ

がれます

が、その時ふと、以前放映
ほうえい

されていた「ＪＩＮ－仁
じん

」を思い出しました。主人公
しゅじんこう

の脳
のう

外科
げ か

令和２年１２月２４日 

横浜市立岡津中学校 

校長 廣
ひろ

 渕
ぶち

 徹
てつ

 志
し

 

同校 学校だより担当 



医
い

局 長
きょくちょう

「南方
みなかた

 仁
じん

」先生が江戸
え ど

にタイムスリップするドラマです。歴史を変
か

えることに

なると自
じ

覚
かく

しつつも、医者としての使命感
しめいかん

から江戸の人々を近代
きんだい

医療
いりょう

で救
すく

うというもので

すが、そのドラマの中で、『神は、神は乗
の

り越
こ

えられる試練
し れ ん

しか与
あた

えないんじゃないのか

っ！』という台詞
せ り ふ

があります。現代の私たちも「今の時代も人には乗
の

り越
こ

えられない試練
し れ ん

はない」と信
しん

じ、医師や医療従事者の方々に心から感謝し、自らはコロナ禍
か

でできること

を試練
し れ ん

だと思い、明日
あ し た

に、未来
み ら い

に向けて歩
あゆ

むしかないのではと思います。 

 来年もいつもと違い、様々な制約の中で、教育活動を続けていかなければならないかも

知れませんが、保護者の皆様にはこれからもご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。 
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＜ 議 長 団 ＞ 
 

 

 

議 長：大森 海翔さん（２年３組） 

副議長：佐藤  麗さん（１年５組） 

書 記：小野瀨晃斗さん（２年２組） 

    細川丈太郎さん（２年８組） 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 本 部 役 員 ＞ 
 

会 長： 坂本 みらさん（２年３組） 

副会長： 谷村 純怜さん（２年５組） 

      青木 美優さん（１年３組） 

書 記： 鈴木 未帆さん（２年４組） 

       弓削なつ美さん（１年７組）  

会 計： 児玉ひなたさん（２年３組） 

       青木 丈将さん（１年６組） 

新生徒会長の抱負 坂本 みらさん 

新生徒会役員 

11月 30日（月）に生徒会役員及び議

長団選出の立会演説会・選挙が行われま

した。その選挙結果、結果、次のメンバ

ーが一人ひとりを大切にし、個性を生か

し、楽しい集団生活ができる学校をつく

る」ため、岡津中学校生徒会をリードし

ていくことになりました。12月７日に

全校放送で認証式を行いました。任期は

12月から１年間です。 

 私たち 65期生徒会はのスローガンは「Ｃｈａｎｇｅ～岡中革命～」です。このス

ローガンは、昨年度までの良い点は伸ばし、直すべき点は改善して、新生徒会メンバ

ーを中心に新たな学校を作っていきたいという思いで付けました。 

 また、昨年度の「準備を早くする」「時間を守る」「話し合いの場で活発に意見を

出し合う」「生徒の意見を取り入れる」という４つの目標を継続しつつ、皆さんが生

徒会を「より身近に」感じられるよう活動していきます。 

 65期生徒会では、昨年よりも皆さんが学校生活を「居心地の良いもの」だと思え

るように、岡中生の皆さんの意見を中央委員会や目安箱を通して、積極的に取り入れ

ていきます。 

一年間よろしくお願いいたします！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉区和泉町２５６３ 

 

横浜市立中学校で 給食がスタート！ 
 

 先日、「中学校給食リーフレット」が生徒を通して、各家庭に配布いたしました。令和

３年度４月から学校給食法に則って、給食（デリバリー型）を提供するということです

が、わからない点もあるようですので、ご利用いただく上で今までと変わる点と変わらな

い点について、改めてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

新年スタート！ １月６日（水） 
３学期始業式があります。新たな気持ちで、身だしなみを整え、式に臨みましょう。            

※ 標準服での登校です！ 書き初めを忘れないように！ 
 

１．防災訓練                    １月 ８日（金） 
 

２．３年生私立推薦入試               １月２０日（水）～ 
 

３．公立高校共通選抜 願書一斉発送         １月２５日（月）朝 
  

 

 
 

４．横浜市立中学校 第６３回個別支援学級合同学芸会 １月２７日（水） 

お 知 ら せ 

 64期生徒会を支えてくださった皆様、１年間ありがとうございました。 

今年の目標は、「活発に意見を出し合おう」、「生徒の意見を取り入れる」というもので

した。コロナ禍という状況で、学校生活について話し合い、意見を取り入れる場の中央委員

会の回数が減ってしまって、話し合いがあまりできませんでした。ですが、目安箱の回答を

掲示することやあいさつ運動をブロックの小学校と連携して取り組み、少しでも居心地の良

い学校になるように努力をしてきました。取り組みたい活動が思うように行えず、悔しい思

いもありますが、この思いは 65期生徒会にたくしたいと思います。 

新生徒会役員の皆さん、この岡津中学校が今よりも居心地の良い学校になるように学校を

引っ張っていける存在でいてください。      65期生徒会もよろしくお願いします！ 

旧生徒会長 感謝の言葉と新生徒会へのエールの抱負 青木夢佳さん 

＜ ご利用いただく上で変わる点 ＞ 
 

・学校給食法に則って給食を提供します。 

献立作成、食材調達の規格策定、衛生管理等を 

横浜市で担うことになります。  
 

・給食費（保護者負担額）を値下げする予定です。  

牛乳付のフルセットが１食 330 円（現行：340 円）となります。  
（牛乳なしのセットを選ぶこともできます。その場合は牛乳代金分を差し引きます） 

＜ ご利用いただく上で変わらない点 ＞ 
 

・昼食の選択制は今まで通りです。  

給食、家庭弁当、業者弁当等から選択することができます。  

※生徒向け、保護者向けリーフレットの裏面に記載しています。 
 

・注文・決済管理、提供方法（配膳方法など）は今まで通りです。 

月２回程度パンの

日があります。 

 今年度、新型コロナウイルス感染防止の観点から公立高校の願書は、個々に高校に 

出願しに行くのではなく、中学校で高校毎にまとめて願書を郵送します！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ～ 修学旅行の中止について ～ 
 

 本校は、年度当初の予定で６月７日（日）から２泊３日で京都・奈良への修学旅行を予

定していました。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響で８月 20日（木）からに変更

し、状況を注視していましたが、生徒の安全面を考えると実施が難しいとの判断から神奈

川県公立高等学校の共通選抜後の２月 23日（火）からに再度変更をいたしました。GoTo

トラベルの対象にもなることから、様々な感染症対策（１クラスバス２台での移動や宿泊

施設の部屋数の加増等）を講じて、義務教育最後の宿泊行事を実施する予定でした。 

しかし、12月 18日付で横浜市教育委員会から「横浜市立学校の教育活動再開に関する

ガイドライン」（改訂版）による通知がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これを受け、今現在の状況は、 

１．全国的に感染の「第３波」が発生し、感染状況が深刻化している。 
 

２．横浜市内でも厳しい状況となっている。各学校では感染予防に努めているが、横浜 

市教育委員会資料によると、12月 16日現在の横浜市立学校関係者では 252名(158 

校)の感染が確認されている。これまでも小学校１校、中学校２校でクラスターが発 

生している。また、神奈川県や横浜市で過去最多の感染者数が確認され、横浜市・ 

川崎市に酒類を提供する飲食店とカラオケ店に時短営業要請が出され、ひっ迫して 

いる状況下にある。 
 

３．京都府は新型コロナウイルスの感染者増加を受け、新型コロナ対策本部会議で、大 

阪府や東京都など感染拡大地域との不要不急の往来自粛や、飲食店の利用は原則４ 

人以下にとどめることを府民に緊急要請している。11月中旬には特別警戒基準に到 

達している。大学生の感染が再び増加し、クラスターが発生し、祇園等では芸妓や 

舞妓の方々の経路不明の感染が確認されている。 
 

となっており、このまま実施の有無を延ばし、受検間近の状況下で生徒に判断をくだすの

は動揺を与えるだけであると考えました。 

第３学年の先生方との協議の結果、苦渋の決断ではありますが、生徒の安心・安全を第

一に考えて中止とさせていただきます。 
 

尚、修学旅行費用に関しては全額返金いたします。但し、手続き上、旅行取扱業者と横

浜市教育委員会との調整等から時間がかかります。ご了承ください。キャンセル料に関し

ては、公費負担となります。 
 

今後の状況如何によっては、卒業証書授与式等の学校行事に厳しい制限を設ける内容に

なる可能性があることをご留意ください。変更になった場合は、別途通知します。 
 

校長  渕 徹 志 

５ 学校行事等について 

 (1) 修学旅行や運動会、体育祭等の実施について 

  今後実施を予定している学校行事について、それぞれの目標や必要性を確認して年間指導計 

画等の諸計画を見直すとともに、感染症対策を講じながら、児童生徒や学校の実態に応じて創 

意工夫することをお願いします。行事の実施に当たり、内容の変更や実施方法の工夫等につい 

て、児童生徒、保護者に適切に周知するようお願いします。 

（中略） 

  また、今年度実施予定の「遠足（旅行）・集団宿泊的行事」についても、引き続き延期また 

は中止、目的地の変更や内容の精選による縮小等、あらゆる状況を想定した実施方法等の検討 

をお願いします。 特に、政府の観光支援事業「Go To トラベル」による割引対象地域から除 

外された札幌、大阪市をはじめとして、感染拡大傾向にある地域・方面を対象として計画して 

いる場合には、状況を注視するとともに、実施の可否等について慎重な検討をお願いします。 

 （後略）                     ―  一部抜粋  ― 

重 要 


